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知的障害生徒の豊かな生活のためのIT活用支援に関する授業実践†

　　　　　　　　　　亀井　　学＊

秋田大学教育文化学部附属養護学校

　　　　　　　　　　大城　英名＊＊

　　　　　秋田大学教育文化学部

　近年，知的障害養護学校の児童生徒がパソコンや携帯電話によるインターネットトラブ

ルに巻き込まれるケースが報告されるようになってきた．しかし現在，知的障害養護学校

においてインターネットトラブルやその対応に関して組織的な指導が行われているわけで

はない．本研究では，知的障害生徒7名を対象にして，インターネット，webぺ一ジ，電

子メールや携帯電話等のIT活用支援に関する授業を9単位時間行い，その授業の分析か

ら，生徒のIT活用能力が，どのような授業内容や指導方法で身に付くかにっいて検討を

行った．その結果，学習内容を精選したり，教材の提示の仕方を工夫したりすることで，

生徒に必要なIT活用に関する知識・技能・態度を育てることができることを確認した．

また，生徒の個々の実態に即した目標や取り扱う内容にっいて検討し，計画的に授業を実

践していくことの重要性にっいても確認した．この結果を踏まえて，知的障害養護学校に

おける情報教育のあり方にっいて考察を行った．
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1　はじめに

　全国知的障害養護学校を対象とした情報教育の実

態調査（亀井・大城，2005）によると，現在，IT

機器を利用し，インターネットに接続している児童

生徒のいる知的障害養護学校は調査対象153校中144

校（94．1％）であった．その中でインターネットト

ラブルに巻き込まれたケースが144校中12校（8．3

％）あった．しかし，このようなインターネットト’

ラブルのあった事例に対して，授業の中で組織的な

指導および支援を行っている学校はなかった．

　携帯電話に関しても，その利用者のいる学校は

153校中122校（79．7％）であった．しかし，利用時の
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マナーや利用料金に関する問題，あるいは詐欺行為

による多額な使用料金請求などの被害のあったケー

スが122校中25校（20．5％）報告された．これに対

しても学校において組織的な指導は行われていなかっ

た．ただ，知的障害養護学校の児童生徒が携帯電話

等を利用することに関しては，条件付きで賛成であ

るという意見が担当教師90名中82名（9L1％）であっ

た．その条件とは，利用時のマナー，利用料金，詐

欺被害への対処が一人でできる，ということであっ

た．

　このような状況の中で，知的障害養護学校の児童

生徒であっても，IT利用の恩恵は受けるべきであ

り，またかれらの生活の質（QOL）の向上を図る

うえでも大切なことである．その意味において，知

的障害生徒のIT利用を可能にする支援のあり方の

検討は知的障害教育における今日的課題であるとい

える．すなわち，知的障害生徒が現在および将来に

おいてIT機器を正しく利用できる知識や技能およ

び態度を身にっけるために，在学中から，その実態
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に即した組織的な指導および支援を行っていくこと

が望ましいと考えられる．

　これまで知的障害教育では，先端技術や情報機器

等を活用することにあまり積極的ではなかった．そ

れは知的障害生徒が抽象的思考を不得手としている

ため，機器を利用することに困難さがあるとの固定

した考え方があったことによる．しかし，知的障害

生徒であっても学校で円滑に学習を進め，さらに日

常生活を豊かにしていくための先端技術や情報機器

等を活用できるようにすることは大切である．この

ことは，かれらの生活の質の向上にっながるからで

ある．したがって，知的障害生徒にふさわしいコン

ピュータソフトの開発や先端技術を使った補助具の

開発，さらにIT機器へのアクセスとその活用のあ

り方にっいては，知的障害養護学校はもっと積極的

に検討していくべきである，

　本研究は上記の課題意識の下に，知的障害生徒の

IT利用に関して，とくにインターネット，webぺ一

ジ，電子メール，および携帯電話等のIT活用能力

を，どのような授業内容および方法によって身に付

けさせることが可能かを検討し，知的障害教育にお

ける情報教育のあり方について考察する．

H　IT活用支援に関する授業実践

1目的
　本研究では，知的障害生徒7名を対象に，インター

ネット，webページ，電子メール，そして携帯電

話等の活用の仕方にっいての授業（9単位時間）を

実践し，その授業の分析を通して，生徒がどのよう

にIT情報活用能力を身に付けていくことができる

か検討することを目的とする．

2方法
　（1）授業対象生徒：本大学教育文化学部附属養護

　　学校高等部生徒7名を対象とした．対象生徒の

　　WISC一皿知能検査によるIQ範囲は45～85であっ

　　た．対象生徒の日常生活やコンピュータの利用

　　等の実態は表1の通りである．

　（2）授業期間：平成17年6月～7月

　（3）授業配当時間：9単位時間（校内授業：7単

　　位時間，校外授業：2単位時間）

　（4〉授業形態：一斉学習，校外学習

　（5）指導形態1チーム・ティーチング（2名）
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（6）授業内容：授業の内容は，①電子メール・チャッ

　ト・掲示板等，相手がある場での書き込みの仕

　方やその際の注意点，②Webぺ一ジの利用に

　ついて，その仕組み，便利さと危険性，③携帯

　電話の便利で有効な使い方とマナーや使用料金，

　④インターネット被害の現状にっいての外部講

　師からの説明，等であった．また，①～③を通

　し，毎時問イントラネット内で生徒と電子メー

　ルの交換を行った．

（7）授業計画：表2に授業の全体計画を示した。

　授業は①～④の順に行った．

3指導の結果と考察
　以下に今回実施した9単位時間の指導の経過およ

び結果について概略を述べる．

（1）1時間目の指導（平成17年6月15日9：40－10：30）

　①授業のねらい

　電子メールがどのような仕組みで動いているか，

またそれは日常生活の中でどのように便利に使われ

ているかわかる．さらに実際の電子メールの使い方

や使う上でのマナーおよびルールをネチケットとい

うことがわかる．

　②指導の内容と経過（表3参照）

　本時では，まず「1，電子メールについて知る」

ことからはじめた．生徒の中には，家庭でコンピュー

タや携帯電話で電子メールを使っている生徒もいた

が，その仕組みにっいては誰も知らなかった．そこ

でまず電子メールが世界各国と一瞬のうちに送受信

できることを説明し，郵便を使っての手紙と対比さ

せながら考えさせた．とくに電子メールの方が料金

や配送に手間と時問がかからないこと，さらにイン

ターネットを利用する上ではルールやマナーがある

ということなどを学習させた．また，そのことを

「ネチケット」ということも理解させた。

　「2．メール体験」において，実際にメールの送

受信の体験学習をさせた．7名中6名（生徒Dを
除く）はパソコンのメーラーを使ってのメール体験

は初めてであった．しかし，その中の4名（生徒B，

C，D，E）はすでに携帯電話のメール機能を使って

おり，パソコンのメーラー操作を覚えるとすぐメー

ルの送受信ができるようになった．生徒Gは携帯

電話やパソコンをもっていなかったが，コンピュー

タに興味を示し授業や昼休みにも積極的に取り組み，
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表1生徒の実態

生徒
学年

別
日常の様子 コンピュータの利用

携帯

持

ニュースなどを見て様々な知識を得ている． 家で自分の興味のあるサイトを見ている．休

1 自分の気になることは時・所を選ばず質問して み時間に学校のパソコンを使っている様子は見
A しまう．集中力が乏しく，人の話を聞くのが苦 られない．メールなどは利用していない．ひら

鉦
’
一
、
、

男 手である．質問に対しわざと間違って，相手の がな入力をする．また，あまりその経験がない．

反応を楽しむ．

人と話をするのが好きであり，コミュニケー 家で目分の興味のあるサイトを見ている．学
1
ション関係も良好に作れる．学習に関して，覚 校の授業の中で，時間はかかるものの検索サイ

B 有

女
えるのに時間がかかるが，繰り返し行うことで， トを使って目的のぺ一ジを見っけることができ

定着する．文章を考えるのが苦手である。 る、携帯メールを使っている．

友達とコミュニケーションを上手に図ること コンピュータに強い関心をもち，授業への意

2 ができる．一般常識はあり，会話には全く問題 欲が強く感じられる．中学時代から携帯メール
C はないが，漢字の入った文章の読み書きが殆ど を利用しており操作の面では問題ない．以前， 有

男 できず，苦手意識をもっている． 被害に巻き込まれそうになったこともあり，使

い方の指導が必要である．

引っ込み思案な面があり，特定の人以外とは 家で自分の興味のあるサイトを見ている．授

2 あまり話をしない．目分に自信が無く他の人の 業中には普通に利用できる．コンピュータヘの
D 目を気にする．学習意欲がある．文章を書くこ 関心が高く，携帯電話も含めメールを利用して 有

男 とを苦にしない．一般常識はほぼ備えている． いるが，使い方の面で問題があり，指導が必要

である．

やや幼い面をもっているが，ほぼ常識を備え コンピュータヘの関心が高く，家で自分の興

3 ており，友達とも良いコミュニケーション関係 味のあるサイトを見ている．アダルトサイトヘ
E を作っている．自分の考えをまとめることが苦 アクセスしたことがある．携帯電話で様々なや 有

男 手で，文章を作るのに時間がかかる．また，あ りとりをしているがその利用時間等で指導が必

まり好まない， 要である．

大人や友達ともきちんと会話ができる．年齢 コンピュータヘの関心が高く，学校で自分の
3
相応ではないが常識もある． 興味のあるサイトを見ている．携帯電話はもっ

F 有

男
学習意欲があり，時間をかけ，何度も繰り返 ているが通話以外の利用はしていない．ネット

すことで内容が定着する。 被害への対処の仕方などの指導が必要である．

友達と普通に会話ができるが，話の内容が， 家にコンピュータはないのだが，関心を強く

3 深すぎたり，関わりが下手で嫌がられることが もっている．学校で興味のあるサイトをほとん
G ある．真面目で考えすぎることがある．いろい ど見ている．ルールやマナーの面で間違って覚

鉦
ノ
』
、
、

男 ろな知識をもっている。文章などは苦にせず書 えていることがあり，指導が必要である，

くことができる．

すぐにメーラー操作を習得した．

　一方，生徒Fは日頃ひらがな入力をしているた

め，メールァドレスを入力する際にキーボードのア

ルファベットの配列が分からず苦労していた．生徒

Aはそれに加え，アルファベットの大文字と小文

字の対応が分からず一人では入力ができなかった．

そのため，日本語変換システムATOKの機能の一

つであるクリックパレット（図1）を使用し，文字

入力の学習をさせた．クリックパレットは，ひらが

なやカタカナが「あいうえお配列」で，またアルファ

ベットも「ABCDE配列」になっていているため，

キーボードのキー配列がわからない生徒でもマウス

で簡単に入力することができる．しかし，生徒F

と生徒Aについてはアルファベットの文字入力の
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表2　授業の全体計画

①電子メールの活用

○配当時間　　3単位時間

○ねらい　　・電子メールの仕組みや使い方を知る

・電子メールを使うときのマナーを知る

・迷惑メールにっいて，その内容と対処の仕方を知る

OKey　Word　e一メール，ウイルス，迷惑メール，ネチケット，相手の気持ち

②Webページの活用

O配当時間　　3単位時間

○ねらい　　・インターネットの使い方を知る

・インターネットの便利で有効な利用法を知る

・インターネットには危険な部分も存在することを知る

OKey　Word　検索エンジン，オンラインショッピング，出会い系サイト

③携帯電話の活用

○配当時間　　1単位時間

○ねらい　　・携帯電話の便利で有効な使い方とマナーを知る

・携帯電話には使用料金がかかることを実感する

OKey　WQrd　携帯メール，インターネット，使用料金

④インターネット被害の現状

○配当時間　　2単位時間

○ねらい　　・専門の外部講師から話を聞くことで，真剣に問題をとらえるようになる

OKey　Word　料金，不正請求，自衛，相談

○見学場所　　秋田県生活センター

学習が必要で，継続指導を行うことにした，

　「3．振り返り（確認）シートを書く」では，メー

ルの便利さとネチケットの理解ができたか11項目の

質問で確認した．その結果，7名の生徒がおおむね

本時の授業内容を理解したと判断された，

　③指導の結果と考察

　本時のねらいは，電子メールの仕組みや使い方の

マナーおよびルールについて，実際にメールを送受

信させながら学ばせることであった．その結果，メー

ルの便利さやネチケットに関しては，7名の生徒が

おおむね理解したと判断された．また7名中5名

（生徒F，Aを除く）は目力でパソコンでのメール

の送受信ができるようなった．生徒Fと生徒Aは

アルファベットの文字入力の継続学習が必要であっ

た，

（2）2時間目（実施日時：平成17年6月17日9＝00－

　　9＝50）

　①授業のねらい

　生徒たちが，電子メールの使い方やマナーおよび

ルールがわかり，電子メールを使用できるようにな

る．また迷惑メールの内容や危険性について知り，

被害者や加害者にならないように考えながら電子メー

ルを使うことができる．

　②指導の内容と経過（表4参照）

　本時の授業では，生徒たちが相手の気持ちを考え

てメールを送ることを理解しているかどうか，「L

ネチケットの復習」からはじめた．「ネチケット」

の意味にっいては生徒全員が理解していた．

　「2．迷惑メールにっいて知る」ために，関連サ

イトの電子紙芝居を見せ，迷惑メールの説明をした．

このサイトから，どういうものが迷惑メールであり，

また回避のためにどのようなことをすればよいか，

生徒たちはそのことを知ることができた．しかし，

画面上の説明だけでは，迷惑メールの危険性を十分

に理解できない場合もあると考え，生徒目身の問題

に置き換えて説明した．このことにより生徒は自分

の問題としてとらえることができた．

　次に，悪質サイトの疑似体験をさせた．メールで

送られてきた所在の明らかでないプログラムを安易
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表3　1時間目の指導経過

題材名　　電子メールの利用（1／3時間）

目
標

時間

30

10

10

結

果

・電子メールの仕組みや便利さにっいてわかる

・電子メールの使い方やマナーがわかる

指導内容
！，電子メールにっいて知る

　・仕組み

　・便利さ

　・マナー

　・使い方

2．　メール体験をする

3．振り返り（確認）シート

　を書く

指導の方法および留意点

○教師用CPで「情報通信白書forKids」（http：／／www．kids，soumu．go．jp／

　index，htm1）を映し，電子メールの仕組み，便利さやマナーについて説

　明する．

・混乱を避けるため，仕組みにっいては，簡単に触れる程度にする．

・「便利さ」ということに焦点を当て，実感できるように郵便との比較を例

　にする．

・ネチケットという用語を含め，わかりやすい言葉で簡単なルールが理解で

　きるようにする．

O教師用CPでOutlook　Expressを映し，その使い方の説明をする．

○イントラ内の教師に当てて，自己紹介を載せたメールを作り，送る．

・T1・T2は操作の仕方の支援を必要に応じて随時行う．

・文章について，今回は内容・誤字等への指導は行わず，自由に行わせる，

・不適切な文章があった場合は，次時に取り扱うので，そのままにしておく．

○メールの送信が終わり次第，随時，振り返り（確認）シートを書く．

・メールの便利さとネチケットにっいて，最低限押さえておく必要のある要

　点を絞ったものを用意する．

・生徒によっては，答えが選択式のものを用意して，文章がうまく書けなく

　ても，理解度を評価できるようにする．

　郵便を使っての手紙と対比させて考えたことにより，電子メールの便利さを実感させられた．パソコンに

興味のある生徒や携帯電話のメール機能を使っている生徒が数名おり，操作の仕方を覚えるとスムーズに取

り組むことができた。日頃ひらがな入力をしている生徒は，メールアドレスを入力する際にアルファベット

の配列が分からず苦労していた．また，それに加え，アルファベットの大文字と小文字の対応ができない生

徒は一人で入力することが難しかった．

圃璽回［肇萎コ壷工垂璽］圃

圓
麟
圃
晶

図1ATOKのクリックパレット

にダウンロードしたためウイルスに感染して，コン

ピュータ内のデータが全て破壊されるということを

体験させた．実際にプログラムを画面に映し出しな

がら，どうしたらよいか質問をしながら話しを進め

ていった．プログラムをダウンロードしボタンがク

リックされた瞬間，データが破壊されていくのを見

て生徒たちは大きな驚きを示した．生徒たちの動揺

が大きかったので，これは学習用に作られた偽のプ
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表4　2時間目の指導経過

題材名　電子メールの利用（2／3時間）

目
標

時間

5

25

10

10

結

果

・電子メールの使い方やマナーがわかる

・迷惑メールにっいて、その内容がわかる

指導　内　容

1．　ネチケットの復習をする

2，迷惑メールにっいて知る

　・個人情報

　・チェーンメール

　・スパムメール

　・ウイルス等

3．　メール体験をする

4。振り返り（確認）シート

　を書く

指導の方法および留意点

○教師用CPで「情報通信白書forKids」（http：／／www，kids．soumu．go．jp／

　index，html）を映し，ネチケットについて復習する．

・前時に送ったメールで不適切なものがあった場合は，匿名の形で取り扱い，

　指導をする．

○教師用CPで「ネチケットを学ぼう」（http；／／www，disney．co．jp／

　netiquette／）を映し，迷惑メールにっいて知る。

・何が迷惑なのかがわかるように，自分に置き換えらる例を出し説明する．

○悪質なサイト（httpl／／wmc．gr．jp／security／）を疑似体験する．

○感想を出し合い，対処法を考える。

・電子メールは便利な反面，気を付けないと自分の身を危険にさらしたり，

　他人に迷惑をかけることになるかもしれないことを押さえる．

○イントラ内の教師に当てて，返信メールを作り，送る．

・T1・T2は操作の仕方の支援を必要に応じて随時行う．

・文章にっいて，今回も内容・誤字等への指導は行わず，自由に行わせる．

・不適切な文章があった場合は，次時に取り扱うので，そのままにしておく，

○メールの送信が終わり次第，随時，振り返り（確認）シートを書く．

・迷惑メールについて，その危険性にっいて要点を絞ったものを用意する．

・混乱を避けるため，答えが○×式のものを用意する．

　画面上の説明だけでは，迷惑メールの危険性が十分には伝わりきらない生徒がいたため，自身に置き換え

て考えられるような例を出し説明しすることで，身近な問題であることが伝えられた．悪質なサイトを疑似

体験することで，どのようなプロセスでウイルスに感染してしまうのかが理解できた．しかし，逆に反響が

大きすぎて，動揺が見られる生徒がいた．

ログラムであることを説明し，信用できる人のデー

タでなくては信じてはいけないことを重ねて説明し

た．生徒たちは，このことを実感として理解できた

様子であった．

　「3．メール体験をする」では，前時に生徒から

送られてきたメールで，自分の名前が書かれていな

いメールがあったことなどを挙げて注意を促した．

誰かにメールを出すときは必ず名前を書くよう指導

した．このことはすぐ実行することできた．

　終わりに，「4．振り返り（確認）シート」で，迷惑

メールの危険性にっいて10項目の質問したが，今回

の振り返りシートだけからは，どの程度既習事項が

定着したかは判断できなかった．

　③指導の結果と考察

　本時のねらいは，迷惑メールの危険性にっいて知

り，被害者や加害者にならないように電子メールを

使うことであった．迷惑メールの危険性にっいては，

画面上の説明だけでは十分に理解できない生徒もい

たが，自分のことに置き換えて説明するで身近な問

題であることを理解できた．また悪質サイトの疑似

体験では，どのようなプロセスでウイルスに感染し

てしまうか理解できた．ただ，その体験により動揺

を示す生徒がいたので，注意して用いれば問題のな

いことを丁寧に指導していく必要性が示された．

（3〉3時間目（実施日時：平成17年6月21日9：00－

　　9＝50）

　①授業のねらい

　生徒が迷惑メールとはどのようなものか，またな

ぜ迷惑になるのかがわかるようになる。さらに自分

でメールを打っ際に人の迷惑にならないように注意

し，相手のことを考えてメールを打っことができる．

80 秋田大学教育文化学部教育実践研究紀要

Akita University



表5　3時間目の指導経過

題材名　電子メールの利用（3／3時間）

目
標

時間

15

15

10

10

結

果

・迷惑メールにっいて、その内容がわかる

・相手のことを考えてメールを打とうとするようになる

指導　内　容

1。・迷惑メールの復習をする

2．考え、話しあう

3．　メール体験をする

4．　振り返り（確認）シート

　を書く

指導の方法および留意点

○教師用CPで「ネチケットを学ぼう」（http：／／www．disney．co，jp／

　netiquette／）を映し，迷惑メールにっいて復習する．

・前時に送ったメールで不適切なものがあった場合は，匿名の形で取り扱い，

　指導をする．

○「相手のことを考えないメール」にっいて考え，話しあう．

・メールをしていて困ったことの経験を引き出すことで身近な問題としてと

　らえさせる．

○疑似メールを見て自分の気持ちを述べさせる．

・嫌だと思う点を述べさせる．

○何がいけないことなのか押さえる．

○イントラ内の教師に当てて，返信メールを作り，送る．

・T1・T2は操作の仕方の支援を必要に応じて随時行う．

・文章について，今回は内容・誤字等への指導を徹底して行う．

・不適切な文章があった場合は，なぜおかしいのかを既習事項に沿って説明

　する．

○メールの送信が終わり次第，随時，振り返り（確認）シートを書く．

・「相手のことを考えないメール」にっいて，その具体的な内容や，もらっ

　た人の気持ちなどに焦点を当てたものを用意する，

・混乱を避けるため，答えが選択式のものを用意する．

　既存のwebぺ一ジを使って復習したが，クイズ形式になっていたため，生徒たちが喜んで参加し，既習事

項を確認しながら取り組むことができた．迷惑メールに関して，実際にもらったという設定で提示したとこ

ろ，いっも目にする画面に迷惑な文章が現れ，生徒たちは現実問題として捉えることができた．また，何が

迷惑で，何がいけないことなのかを一っ一っ丁寧に押さえたことが，定着に効果があった．

　②指導の内容と経過（表5参照）

　「1．迷惑メールの復習」では，関連サイトのク

イズ形式のものを使って行った．これらは結果があ

まり良くなかった前時の振り返りシートと同じ問題

で構成し，十分に復習ができるようにした．クイズ

形式で生徒の興味を引き出したことにより，集中し

て取り組み，問題の正解率が高かった．既存のweb

教材で，生徒の実態にあった部分を選んで利用する

ことも効果的であった．

　「2．考え，話しあう」では，「チェーンメール」

「しっこいメール」「関係を強要するメール」「恨み

が伴うメール」など実際に受け取った画面で提示し

た．一っ一っ見せていくと生徒たちはメールの内容

に不快を示し，黙り込んでしまった．迷惑メールは

何が迷惑で，何がいけないことなのか一っ一っ押さ

える必要がある。そのため，「不幸のメール」が来

たとき，他の人に送ったことのある生徒の話を例に

して，送ってしまった時の気持ちを話し合った．そ

のことを通して，いけないことをみんなで確認する

ことができた．

　「3．メール体験をする」では，生徒たちは，相

手の名前，本文，目分の名前といった一連のパター

ンを忘れることなく文章を作ることができるように

なった．また，文章の内容にっいても不適切な書き

込みはなく，相手のことを考えながら書くことがで

きた．

　「4．振り返り（確認）シートを書く」では，「相手

のことを考えないメール」にっいて理解できている

か11項目の質問で確認した。迷惑メールに関しては，

7名とも何が迷惑で，何がいけないことかを理解で
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表6　4時間目の指導経過

題材名　　インターネットの利用（1／3時間）

目
標

時間

15

15

10

10

結

果

・インターネットの仕組みやできることが分かる

・検索エンジンの使い方が分かる

指導内容
1．　インターネットについて

知る

　・便利さ

　・仕組み

2．　インターネットの使い方

　を知る

　・検索エンジン

3．　メールをおくる

4．　振り返り　（確認）シート

　を書く

指導の方法および留意点

○教師用CPで「情報通信白書for　Kids」（http：／／www．kids．soumu．go．jp／

　index．htm1）を映し，インターネットの便利さや，その仕組みについて

　説明する．

・混乱を避けるため，仕組みにっいては，簡単に触れる程度にする．

・インターネットでできることを発表させ，身近なものとして捉えさせる．

○教師用CPで「情報通信白書for　Kids」（http二／／www，kids，soumu．go．

　jp／index．htm1）を映し，検索エンジンの目的や操作の仕方について説明

　する．

・学校のホームページをエンジンを使って検索する．

・自分の興味のあることを検索してみる．

○イントラ内の教師に当てて，返信メールを作り，送る．

・T1・T2は操作の仕方の支援を必要に応じて随時行う．

・文章について，今回は内容・誤字等への指導を徹底して行う．

・不適切な文章があった場合は，なぜおかしいのかを既習事項に沿って説明

　する．

○メールの送信が終わり次第，随時，振り返り（確認）シートを書く，

・インターネットの便利さが理解できる内容にする、

・検索エンジンの存在が定着するような内容にする。

・生徒によっては，答えが選択式のものを用意する．

　生徒にとってインターネットは，ものを調べるための道具という概念があり，実際に，それ以外の用途で

使っている生徒はいなかった．それだけに買い物や予約ができることを知ると驚きと期待をもった様子をし

ていた．外国ともっながっていて，一瞬でやりとりができる事にっいては，うまく伝えきれなかった．検索

エンジンは，ほとんどの生徒が使うことができていた．キーワードでできる生徒もいたが，まだ絞り込みに

難があった。

きた．ただ，7名中5名（生徒A，B，C，E，F）が，

「きんきゅうのときいがいに，夜のおそい時間にメー

ルをしてはいけない」，「しらない人から，おくられ

てきたゲームはどもだちにわけてあげてはいけない」

との質問に誤答を示した．理由は，質問文の語尾の

「～してはいけない」という文意に十分定位できな

かったことが考えられた．その意味では，構文指導

も合わせて指導する必要があった．

　③指導の結果と考察

この授業は，メールを出すとき相手の迷惑にならな

い，相手のことを考えてメールを打っことをねらい

とした．授業では迷惑メールに関して，実際に迷惑

メールの文章を画面で例示し，生徒たちが現実の問

題として実感できるようにした．その結果，何が迷

』惑で，何がいけないことなのか生徒たち理解し，メー

ルを打つことができた．

（4）4時間目（実施日時：平成17年6月24日9：00－

　　9＝50）

　①授業のねらい

　生徒が，生活の中でインターネットを使って，利

用できるサービスの内容にっいて知り，その仕組み

がわかるようになる．インターネットで何か調べる

際に使う検索エンジンの使い方が分かり，使えるよ

うになる．

　②指導の内容と経過（表6参照）

　導入の「Lインターネットにっいて知る」では，

生徒たちにインターネットでできることを発表させ
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た．「買い物，検索，メール，予約」などと答えた

生徒が3名いた．インターネットで買い物ができる

こと，映画やコンサートのチケットが予約できるこ

と，などを知ると生徒たちは驚きと嬉しさを示した．

しかし，インターネットが外国とも一瞬でつながり

情報のやりとりができるということにっいては実感

できる生徒はいなかった．

　「2．インターネットの使い方を知る」では，検

索エンジンについて説明し，生徒たちにyahooや

MSNサーチを利用して検索することを学習させた．

ほとんどの生徒が項目順に絞り込んでいくディレク

トリ検索を行うことができた．キーワード検索を行っ

ている生徒がいたが，キーワードを一っだけ入れて

検索するため時間がかかってしまった．キーワード

を幾っも使って絞り込んでいく作業は比較的難しい

作業であった．

　「3．メールをおくる」学習では，個人差はある

ものの，内容を吟味しながら文字を打ち直す様子が

見られた．また，メールの質問も相手を意識した双

方向の書き込みが見られた．

　「4．振り返り（確認）シート」で，インターネッ

トの便利さや検索エンジンについて理解できたか10

項目の質問で確認した．生徒たちがおおむね理解し

ていると判断された．

　③指導の結果と考察

　本時では，インターネットの検索エンジンの使い

方を主に学習させた．その結果，ほとんどの生徒が

それを使うことができた，キーワードで検索できる

生徒もいたが，まだキーワードを絞り込んで検索す

るという点ではまだ学習が必要であった．生徒にとっ

てインターネットは，ものを調べるための道具であ・

るという考えがあるが，それ以外に買い物や飛行機

の予約などができることを知り，一層インターネッ

トに興味を示す様子がみられた。

（5）5時間目（実施日時：平成17年7月6日9：00－
　　9＝50）

　①授業のねらい

　生徒が，インターネットの便利な面だけでなく，

使い方を間違えばトラブルに巻き込まれる危険性も

あることをわかる，また誤って危険なサイトに入っ

てしまった時には，教師や両親に相談することがわ

かる．

　②指導の内容と経過（表7参照）

第28号　2006年

　「1、インターネットの復習」では，インターネッ

ト機能で覚えておくと便利なことにっいて振り返っ

た．検索エンジンに関して，「キーワードを打ち込

んで検索する形」と，「ジャンルなどを選んで検索

する形」の二っの方法があるということを再確認さ

せた．

　「2．インターネットの危険性にっいて知る」で

は，関連サイトのムービーを使って，クレジット番

号，連絡先などの個人情報がどのようにして流出し

てしまうのか，また出所が不確かなデータを安易に

ダウンロードしたために不当な請求が来る経緯など

について説明した．ムービーを見ている途中，「あ

なただけに」「マル秘情報」「プレゼント」「無料」

などといった言葉がたくさん出てきた．このような

言葉には危険が隠れているという事を教え，その理

由について話した．この部分をいかに教えるかが一

番のポイントであるが，実際にお金を稼いで管理し

たことのない生徒たちには，その危険性はまだ実感

できない様子であった。アダルトサイト等に関して

も，ただ見てはいけないと一方的に指導するのでは

なく，被害に巻き込まれないようにする方法や，怪

しいぺ一ジに入り込んでしまった時の対処の仕方を

教えることが重要であると考えて指導を行った．ま

ず困った時には，「戻る」ボタンをクリックするこ

と，そして両親や教師などに相談することが大切で

あることを確認させた．

　「3．メールをおくる」では，生徒たちはかなり

慣れ，文字の打ち込み作業も速くなった．しかし，

文章を考えるのは苦手な生徒もいた．

　「4．振り返り（確認）シートを書く」では，具体

的な危険性や危険性のある局面に出会ったときの対

処法について10項目の質問で確認した．どの生徒も

インターネットの危険性やその危険性の対処法にっ

いて，授業で習ったことを正しく答えることができ
た．

　③指導の結果と考察

　本時のねらいは，インターネットの危険性やその

トラブルの対処法についてわかることであった．授

業の中では生徒たちは一応その危険性やその対処に

っいて理解した．しかし，個人情報の流出やプログ

ラムの安易なダウンロードによる被害の関連サイト

のムービーを見ていた生徒たちの反応から，トラブ

ルに対する継続指導の必要性が推測された．
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表7　5時間目の指導経過

題材名　インターネットの利用（2／3時間）

目
標

時間

10

20

10

10

結

果

・インターネットの危険性にっいてわかる

・危険なサイトに入ってしまった時の対処法が分かる

指導内容
1．　インターネットについて

復習をする

2．　インターネットの危険性

　について知る

　・個人情報の保護

　・不快な情報

　・デマ情報

　・危険なサイト等

3．　メールをおくる

4．振り返り（確認）シート

　を書く

指導の方法および留意点

○教師用CPで「情報通信白書for　Kids」（http：／／www．kids．soumu．go．jp／

　index．html）を映し，インターネットにっいて，その便利さや使い方を

　復習する，

・前時に送ったメールで不適切なものがあった場合は，匿名の形で取り扱い，

　指導をする．

○教師用CPで「ネット社会の歩き方」（http：／／www．cec．or．jp／net－walk／

　GAKUSYU＿TOP／gakusyu＿top．html）を映し，インターネットの危険

　性について知る，

・「何が，なぜ，危険なのか」が押さえられるように，きちんと整理して説

　明する．

○感想を出し合い，対処法を考える．

・インターネットは便利な反面，気を付けないと自分の身を危険にさらした

　り，他人に迷惑をかけることになるかもしれないことを押さえる．

○イントラ内の教師に当てて，返信メールを作り，送る．

・T1・T2は操作の仕方の支援を必要に応じて随時行う．

・文章にっいて，今回は内容・誤字等への指導を徹底して行う．

・不適切な文章があった場合は，なぜおかしいのかを既習事項に沿って説明

　する．

○メールの送信が終わり次第，随時，振り返り（確認）シートを書く．

・具体的な危険性が分かるような内容にする．

・危険性のある局面に出くわしたときの対処法にっいて確認できるような内

　容にする．

　個人情報の流出やプログラムの安易なダウンロードによる被害の手順を関連サイトのムービーで見たが，

生徒たちの反応から，しっかり指導しないと簡単に巻き込まれてしまうと実感した．年齢的にもやはりアダ

ルトサイトに興味があり，アクセスした経験があるであろう生徒もおり，アクセスしていけないという押さ

えではなく，「何が，なぜ，危険なのか」ということを押さえることで，自衛しようとする気持ちを育てよう

とした．

（6）6時間目（実施日時：平成17年7月12日9：00－

　　9：50）

　①授業のねらい

　生徒が，インターネットのサイトには安全なもの

ばかりではなく危険なものもあることを知り，十分

に注意してサイトを利用することができるようにな

る．一方で，インターネットの安全なサイトの便利

な使い方を知る．

　②指導の内容と経過（表8参照）

　「1．インターネットの危険性にっいて知る」で

は，「出会い系サイト」がどのようなものであるの

かを含め，どのように被害にっながっていくのか教

育用サイトのムービーを見ながら学習させた．さら

に警察庁の発表による「平成16年度中のいわゆる出

会い系サイトに関係した事件の検挙状況について」

を見せ，警察に届けられた事件の数と，最悪のケー

スでは人命に関わるものにまで発展することがある

ことを説明した．今まで「危険」ということに関し

て，「ウイルス感染」「不正請求」などを扱ってきた

が，今回のように自分の身に危険が及ぶかもしれな

いことについては不安を示しながらも，ことの重要

さを理解した様子がみられた。
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表8　6時間目の指導経過

題材名　　インターネットの利用（3／3時間）

目
標

時間

15

15

10

10

結

果

・インターネットには危険な部分も存在することを知る

・インターネットの便利な使い方を知る

指導内容
1．　インターネットの危険性

　について知る

　・出会い系サイト

2．　インターネットの　便利

　な使い方を知る

　・オンラインショッピング

3．　メールをおくる

4．振り返り（確認）シート

　を書く

指導の方法および留意点

○教師用CPで「ネット社会の歩き方」（http：／／www．cec、or．jp／net－walk／

　GAKUSYU＿TOP／gakusyu＿top．html）を映し，出会い系サイトの概略

　を知る．

○教師用CPで「平成16年中のいわゆる出会い系サイトに関係した事件の検

　挙状況について」（http：／／www．npa．go．jp／cyber／statics／h16／h16＿21．

　html）を映し，出会い系サイトの危険な面にっいて知る．

・全てが危険な面をもている訳ではないことが押さえられるように，きちん

　と整理して説明する．

○教師用CPで「YOMIURIインターネット寺子屋」（http；／／terakoya．

　yomiuri．co．jp／）を映し，オンラインショッピングにっいて，その便利さ

　や使い方を知る，

○教師用CPで「ネット社会の歩き方」（http＝／／www，cec．Qr．jp／net－walk／

　GAKUSYU＿TOP／gakusyu＿top．html）を映し，オンラインショッピン

　グを行う際の注意点を知る．

○イントラ内の教師に当てて，返信メールを作り，送る．

・T1・T2は操作の仕方の支援を必要に応じて随時行う．

・文章にっいて，内容・誤字等への指導を徹底して行う，

・不適切な文章があった場合は，なぜおかしいのかを既習事項に沿って説明

　する。

○メールの送信が終わり次第，随時，振り返り（確認）シートを書く．

・具体的な危険性が分かるような内容にする．

・注意点が振り返りやすいように分かりやすい文章にする．

事件に巻き込まれたケースの数を提示し，その危険性が現実味を帯びるようにし，生徒たちの心に残るよ

うにした．特に身の危険ということは実感できたようだ．オンラインショッピングは買いすぎに注意といっ

た基本的なことが押さえられた．支払い方法にっいてはクレジットカードだけでなく振り込みや着払いなど

もできることが新たにわかった，

　「2．インターネットの便利な使い方を知る」で

はオンラインショッピングについて扱った．画面上

の架空のお金のやりとりであることから，買いすぎ

には十分注意することの指導を徹底した．「画面上

のお店」という押さえ方をさせることで架空と現実

を結びっけて考えられるようにした．個人情報を送

る必要があるため，セキュリティ対策がきちんと行

われているところを選択し，買い物をするように指

導した．「よく名前を耳にする会社」のサイト，画

面下の「南京錠のマーク」が出てくるものを目印に

するという押さえ方をし，具体的な判断材料を提示

した．実際にクレジットカードをもっている生徒は

いなかった．支払いに関して，クレジット決算が主

流であるが，払い込みや着払いもできることを知る

と，やってみようと思ったと言った生徒がいた．オ

ンラインショッピングのできるサイトで実際に疑似

体験をさせた．このことは，生徒に授業を振り返り，

内容を定着させるのに効果的であった．

　「3．メールをおくる」では，ほとんど問題もな

く，宛名，署名，尋ねられた事への返答もきちんと

できていた、

　「4．振り返り（確認）シート」では，具体的な危

険性の注意点について8項目の質問を確認した．そ

の結果，全員が危険性の注意点にっいて認識できて
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表9ア時間目の指導経過

題材名　　携帯電話の利用（1／1時間）

目
標

時間

15

15

10

10

士
口糸

果

・携帯電話には使用料金がかかることを実感する

・携帯電話の便利で有効な使い方とマナーを学ぶ

指導内容
1．　携帯電話の使用料の額を

　知る

2．　携帯電話の使用上の注意

　とマナーにっいて知る

3，　メールをおくる

4．振り返り（確認）シート

　を書く

指導の方法および留意点

○一般的な料金表を利用して，その金額で買える物を提示することで，金額

　を身近に感じられるようにする．

・毎日何分くらい使っているか発表させることで，問題を自分のこととして

　捉えさせる．

O教師用CPで「ネット社会の歩き方」（http：／／www．cec．or，jp／net－walk／

　GAKUSYU＿TOP／gakusyu top．html）を映し，携帯電話使用上の注意

　とマナーについて知る．

・困ったことなどの体験を発表させることで，より身近な問題として捉えさ

　せる．

○イントラ内の教師に当てて，返信メールを作り，送る．

・Tl・T2は操作の仕方の支援を必要に応じて随時行う．

・文章にっいて，内容・誤字等への指導を徹底して行う．

・不適切な文章があった場合は，なぜおかしいのかを既習事項に沿って説明

　する．

○メールの送信が終わり次第，随時，振り返り（確認）シートを書く．

・具体的に問題点が分かるような内容にする．

・注意点が振り返りやすいように分かりやすい文章にする．

　携帯電話の利用時間や料金にっいて考えながら使っている生徒はいなかった．身近な物の値段と利用料金

を比較することで，決して安いものではない事がわかった。使用一ヒの注意とマナーにっいては，理由を一っ

一っ解説しながら教えることで定着させることができた。携帯電話で行うインターネットは基本的にコンピュー

タで行うものと同じで，ウイルスにも感染することがあるということに驚いていた．

いることが認められた，

　③指導の結果と考察

　本時では，インターネットの危険性と便利さにっ

いて知ることをねらいとした授業を行った．その結

果，生徒たちにはインターネットの危険性を示した

教育用サイトなどから，身の危険に及ぶことがある

ことも実感できた．またオンラインショッピングで

は買いすぎに注意することや，支払い方法にっいて

はクレジットカードだけでなく振り込みや着払いな

どがあり，両親と相談することの大切さを理解させ
た．

（7〉7時間目（実施日時：平成17年7月13日9100－
　　9＝50）

　①授業のねらい

生徒が携帯電話を使用すればそれだけ使用料金がか

かることがわかる．また生活の中での携帯電話の便

利で有効な使い方を知り，実際に使う時のマナーや

ルールがわかり，使えるようになる，

　②指導の内容と経過（表9参照）

　「1．携帯電話の使用料の額を知る」では始めに，

携帯電話を使っている生徒に1ヵ月のおおよその利

用料金を聞いた．しかし，答えられる生徒は一人も

いなかった．毎月の支払いは保護者が行っているた

め，利用料金については一切気にしていなかった．

生徒Cは中学校の特殊学級時代から携帯電話を利

用しており，保護者と利用限度額を相談し，それ以

上使ったら小遣いから出すという約束をしていた．

このような保護者の姿勢は，子どもが利用時間を意

識して利用するようになる事にっながり大切な点で

ある。実際に1日に3分間，1ヵ月毎日利用した時

のおおよその利用料金を計算して出し，そのお金で

買えるものを提示した。物の価値で利用料金の価値

を表現することは，生徒たちにとっては一番わかり
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やすい方法であった．

　「2．携帯電話の使用上の注意とマナーにっいて

知る」では，関連サイトを使って危険なこともある

ことやルールやマナーについて指導した．現在では

ほとんど無くなったが，「ワン切り」などによる被

害を上げ，ちょっとした迷いから電話をかけ直した

時点から利用料金が発生すること，それが高額であ

る事などを説明した．着信履歴に見覚えのない電話

番号があった時には決してかけ直さないことを確認

させた．

　携帯電話の使用にあたっては，公共の場や本来静

かにする場では，他の人の迷惑になるので電源を切

るかマナーモードにすることを指導した．また，携

帯電話の発する電波が他の機械の調子を悪くしてし

まうケースがあることを話し，重大な事態にならな

いように注意書きがあった場合には絶対に電源を切

ることを確認させた．歩行中や目転車での走行中に

も使用しないこと，自動車の場合は罰金を取られる

ことなども教えた．他の人がマナーに反することを

していても，絶対に同じようなことをしてはいけな

いことも確認させた．

　携帯電話は手軽に使えて，小さいが，コンピュー

タと同じであるので，今まで学習したことに注意し

なければならないこと説明した．また，ウイルスに

も感染することがあることを伝えると驚いた．

　「3．メールをおくる」では，今まで授業をやっ

た感想を書いてもらったが，みんな「これからも利

用したい」「使う時には十分に気を付ける」と言っ

た記述が多くみられた。メーラーの使い方や決まり

事については全く問題はなかった．

　「4．振り返り（確認）シート」では，携帯電話の

便利で有効な使い方とマナーについて10項目の質問

で確認した．どの生徒も学習内容を理解しているこ

とが示された．

　③指導の結果と考察

　この授業では，携帯電話の有効な使い方やマナー

を学ぶことをねらいとした．その結果，生徒たちは

携帯電話の利用時間や料金にっいて，身近な物の値

段と比較することで，決して安いものではない事が

わかった．また携帯電話の使用上の注意とマナーお

よび携帯電話で行うインターネットは基本的にコン

ピュータで行うものと同じで，ウイルスにも感染す

ることもあることなどが理解できた．

第28号　2006年

（8）8，9時間目（校外学習）

　①校外学習のねらい

　生徒が，実際に起きているインターネットトラブ

ルを身近なものとして捉え，一つ間違えば目分の周

りでも起きるということがわかるようになる．また，

もしインターネットトラブルにあってしまった場合，

どのようにしたらよいかわかるようになる．

　②校外学習の内容と経過（表10参照）

　この授業は，外部の講師（生活センター職員）か

ら，身近に起きているインターネットトラブルがど

のようなものか，生徒たち自身の日常生活に重ね合

わせながら学ぶ時問とした．

　生活センター職員には，どのような手続きを取れ

ば「契約」になり，どのような経過で料金が発生す

るのか，またどの程度の契約であれば解約できるか，

解約する時にはどのような手続きが必要なのか等に

ついて教えてもらった．しかし，生徒たちにとって

その内容は少し難しいものであった．被害に引き込

もうとする悪徳業者は，手口が多種多様で，かっ巧

妙である．生徒たちのことを考えると，手口に引っ

かかったら簡単に契約させられてしまう事も想定さ

れた．このような場合，生徒たちには「自分だけの

判断で安易に契約をしない」，「もし，契約してしまっ

たらすぐに誰かに相談する」，ということを徹底し

て意識づけることが重要であると判断された．この

ことを生徒たちに強く確認させた．

　この授業では，女性が男性を電話で呼び出し，情

に付け込んで言葉巧みに高価な物を買わせるといっ

た実際にあった被害にっいて役割分担をしてロール

プレイングを行った．このロールプレイングによる

体験は，生徒たちに詐欺行為がどういうものか実感

させるのにたいへん有効であった．生徒たちからも，

「騙されてしまうな，注意しなくては」という反応

がみられた．情報教育では，このようなロールプレ

イングによる指導が欠かせないことも，この授業で

示唆された．

　また，知的障害生徒に教育的支援を行う場合，事

前に「利用料金上限の設定」「有害サイトのフィル

タリング」「指定外のアドレスのブロック」，といっ

た処置をした上で利用させることが必要であること

も示唆された．

　③指導の結果と考察

　本時では，インターネットトラブルを生徒たち目

身の日常生活に重ね合わせて学ぶことをねらいとし
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表10　8，9時間目の校外学習での研修

題材名　インターネットでのトラブルについて知ろう（1，2／2時間）

目
標

・インターネットトラブルの事実を現実のものとして捉えるようになる

・インターネットトラブルにあった時の対処法を知る
（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
〉

実施日時：平成17年7月28日（木）10：15－12：30

実施場所二秋田県総合生活文化会館生活センター（アトリオン内）

参加者：高等部国語数学Cグループ生徒：7名

　　　　引率教員二2名
日　　程：

10115　　　集合（アトリオン内，花時計前）

10＝30　　　講座開始

　　　　・生活センター職員による「インターネットの安全な利用」にっいての講義及び実技研修

12100　　　終了，移動（路線バス）

12：30　　学校到着

研修内容

・契約するってどんなこと？

・クーリングオフって知っている？

・若者の相談や被害はどんな内容があるのだろう？

・ロールプレイング：カモにならないために

結

果

生徒たちは，インターネットトラブルが身近に起きていることを知り，自分の日常生活に重ね合わせなが

ら考えることができた．

　「契約」について，料金の発生や解約にっいて，また，悪徳業者の契約へ導く手口にっいて説明を受けた

が，その内容は少し難しかった．そうしたことから「自分だけの判断で安易に契約をしない」，「もし，契約

してしまったらすぐに誰かに相談する」ということを覚えさせた。

　ロールプレイングでは，講師の説明を黙って聞いているよりも，自分たちで実際に演じてみることで，よ

り印象に残った．

た．とくにインターネットトラブルのロールプレイ

ングにより，生徒たちは詐欺的行為というものを実

感することができた．インターネットトラブル等の

指導に関しては，ロールプレイングによる指導が欠

かせないことが示唆された．

皿　総合的考察

　知的障害生徒7名を対象に，IT活用支援に関す

る授業を行い，その授業分析の結果，以下の事実が

認められた．

　（1）授業を通して，今回の対象生徒たちが，電子

　　メールを行う際のルールやマナーなどを理解し，

　　適切な電子メールの使い方が可能になった．

　（2）インターネットの基本的な活用ができるよう

　　になった．また，トラブルに関して，その内容，

　　危険性，対処の仕方について理解ができた．

　（3）携帯電話に関して，利用料金を含め使用上の

　　注意とマナーおよび，トラブルヘの対処の仕方

　　について理解できるようになった．

　これらのことは，表2で示した授業の全体計画に

基づく指導が一定の有効性を示し，生徒たちにIT

活用能力の基本的な部分を身に付けさせたと考えら

れる．

　以下に，今回の授業で有効であったと考えられる

手立てと今後の課題にっいて述べる．

　（D　生徒たちは抽象的な思考が苦手であるため，

　　「目分の生活に置き換えて考える」「自分なりに

　　考えて意見をもつ」「意味や理由などを理解す

　　る」ということができるような説明の仕方，教

　　材の提示をする必要がある．また，インターネッ

　　トトラブルヘの対処法などのIT活用能力を習

　　得するために必要なことを擬似的に体験学習で

　　きるようにすることが有効な教授法である．さ

　　らに，質問を投げかける機会を多くすることが
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　　自分の意見をもつきっかけとなった．「何が，

　　なぜ危険なのか」にっいて，始めから説明する

　　ことが，より深い理解につながったと言える．

　（2）生徒たちにコンピュータを多く触れさせ，そ

　　の操作に慣れさせることが，失敗への不安を軽

　　減させる有効な手立てである．また，外部から

　　のアクセスがなく，攻撃などの心配のない安全

　　な環境であるイントラネット内で，メール交換

　　を行う経験を通し，その中で不適切な発言や失

　　敗などに対しての指導を行っていくも大切であ

　　る．実際の情報社会の中で適切な対応ができる

　　ようにするためには最も必要な学習過程である．

　（3）生徒たちが今回学習したことを今後，いかに

　　正しく活用していけるかが問題である．在学中

　　は，継続指導だけでなく，様々な教科領域の中

　　で少しずつでも取り組むことで，常に正しい活

　　用法を意識することができる，また，生徒たち

　　が学校を卒業した後に，周りの人から理解，協

　　力，支援を得ながら適切なIT活用ができるよ

　　うな環境をどのように整える．かが今後のひとっ

　　の課題である．

　（4〉教師や保護者は，知的障害生徒たちがトラブ

　　ルに巻き込まれた時に，代わりにしかるべき対

　　処をしなくてはならない。また事前の対応とし

　　て，「利用料金上限の設定」「有害サイトのフィ

　　ルタリング」r指定外のアドレスのブロック」

　　といった処置をした上で，どう利用させるかと

　　いうことを考えておかなければならない．この

　　ような問題にも対応できるように，保護者にも

　　IT活用に関する知識・技能・態度を身に付け

　　てもらう必要があり，その保護者に対する指導

　　のあり方が今後のひとっの課題と言える．

　生徒たちは，コンピュータや携帯電話のような

IT機器に大変興味をもっている反面，マナーやト

ラブルといったことがわからずに使っていた．しか

し，今回の指導を通して，学習内容を精選したり，

教材の提示の仕方を工夫したりすることで，生徒に

必要なIT活用に関する知識・技能・態度を育てる

ことが可能であることが確認された．

　このことは，知的障害養護学校に在籍する生徒で

あっても，個々の実態に即した目標や，取り扱う内

容を十分に検討することにより，IT活用支援に関

する授業を行うことが十分可能であることを示して

いる．知的障害生徒の生活の質を高めていく一っと

第28号　2006年

してIT機器へのアクセスとその活用法は，知的障

害養護学校において，今後一層その実践が求められ

る課題であるといえよう．
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Summary 
An increasing number of students with 
intellectual disabilities have reportedly been 

having a trouble in using the internet and the cell 

phone. The present paper reports on the result of 

a 9-unit demonstration lesson, during which the 

students were taught to use the internet, web 

pages, cell phone and other IT devices. The 

observation data indicated that it was indeed 

possible to help students to develop their IT use 

skills effectively. However, this could be accom-

plished only with the proviso that the teaching 

materials and methods be appropriate. It was 

also noted that curriculum planning was crucial 

for well-informed instructions. Several other sug-

gestions are offered based on the results. 

Key Words : Students with Intellectual 

Disabilities, IT User Support System, 

Internet Trouble, Cellular Phone 
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